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【サステナブルインパクト】株式会社環境経営総合研究所へのグリーンローンの実行について 

～廃棄物を活用した燃料生産設備である「NECRES」の普及に向けた運転資金～ 
 

当行は、株式会社環境経営総合研究所（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：松下 敬通、以下、「ERI」、

https://ecobioplastics.jp/）に対し、廃棄物を活用した燃料生産設備である「NECRES」（New Energy Creation 

System）の製造販売にかかる運転資金に資金使途を限定した当座勘定貸越取引の極度枠 50 億円を「新生グリー

ンローン」※1として設定いたしました。 

 

ERI は、環境に配慮したプラスチック代替素材である MAPKA®や earth republic®の開発・製造販売や技術提供を

主たる事業としています。本ローンの資金使途の対象である NECRES は、リサイクルが困難な有機性廃棄物に廃プラ

スチックを 10～15％の割合で混ぜ合わせて低温熱分解により炭化することで、高効率なカーボン燃料を製造する、ERI

が独自に開発したシステムです。廃棄物を燃料に変える取り組みとして高く評価されており、生産工場等に導入されて

いるほか、今後地方自治体が処理する一般廃棄物での活用に向けた協議も進められています。ERI は、本グリーンロ

ーンにより調達した資金により NECRES のさらなる普及を図り、廃棄物の再資源化やこれによる CO2 排出量の大幅な

削減など推進していくものです。 

 

SBI 新生銀行グループは、ERI と地域エネルギー開発のための合弁会社も設立している SBI グループの一員として、

今後、地方自治体・地元企業が脱炭素や地産地消のエネルギー開発のため推し進める、NECRES を活用した案件

において、これまでに培ってきたプロジェクトファイナンスやシンジケートローンのノウハウを活かし、地域金融機関とともに資

金調達面からサポートしてまいります。 

 

＜SBI 新生銀行サステナブルインパクト評価室によるグリーンローン評価の概要＞ 

資金使途 民間事業者向け NECRES 設備の製造販売に関する運転資金 

本プロジェクトの意義 汚染の防止と管理 

NECRES を用いて 1 万トンの有機廃棄物を処理しカーボン燃料を生成した場合、廃棄
物を単純焼却した場合と比較して 1,755 トンの CO2 排出削減効果があると試算される
※2。また、このカーボン燃料は石炭レベル（5,600～6,000kcal）の総発熱量を持つとのこと
であり、エネルギー源として用いた場合には、重油等の化石燃料に比べ CO2 排出を削減
する効果が期待される。 

本件がもたらす環境

改善効果と社会的 

課題との整合性 

SDGs では主に「目標 9 産業と技術革新の基盤をつくろう」、「目標 12 つくる責任 つか

う責任」に貢献すると考えられる。日本政府は、最終到達点としての「脱炭素社会」を掲

げ、廃棄物・資源循環分野においては 3R（リデュース、リユース、リサイクル）の取組を進め

つつ、なお残る廃棄物等については、廃棄物発電・熱利用や生ごみからのメタン回収の

導入等による廃棄物エネルギーの効率的な回収の推進を徹底することを挙げている。 

本ローンに関するその

他の評価ポイント 

 ERI は、日本のサステナビリティを実現させるには、国内未使用資源の再資源化が

不可欠であるとの認識のもと、「環境製品のマーケットにおいて、常にトップランナーと

して業界全体をけん引し続ける」ことを最大の理念としており、資金使途の対象であ

る NECRES 事業は同社の理念や組織目標と整合している。 

 NECRES の規模や性質を踏まえると基本的に重大なネガティブインパクトは想定さ

れず、また有害物質や大気質、水質への悪影響といった潜在的なネガティブインパク

トについても公的機関での試験等によりリスクが検証しているとのことであり、リスクに

見合った回避・緩和措置が取られていると評価した。 
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※1 「新生グリーンローン」とは、明確な環境改善効果が認められる事業に資金使途を限定したローンであり、2020 年 5 月

に当行が策定した、「新生グリーンファイナンス・フレームワーク」に適合するファイナンスです。新生グリーンローンや新生グ

リーンファイナンス・フレームワークについては、下記 URL をご参照ください。 

https://www.sbishinseibank.co.jp/institutional/sustainable_finance/green/ 

※2 24 時間・365 日の稼働かつ稼働時間の 30％が定格消費電力を要する起動時間と仮定した場合の保守的な数値 

 

以 上 

 

 お問い合わせ先 

        SBI新生銀行 グループ IR・広報部 

 報道機関のみなさま： SBIShinsei_PR@sbishinseibank.co.jp 

株主・投資家のみなさま： SBIShinsei_IR@sbishinseibank.co.jp 
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